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会報 
ＮＯ.192 
 2026 年 
 ７月 ５日 
瀬戸市追分町64-１ 

瀬戸市職労組 事務所 
056１-84-4760  

fax   84-4767 
郵便振替口座番号 
008２0-9-１05１２0 
連絡先 
事務局  

寺脇 

057２-２３-5899 
 fax 同上  
携帯 

０９０-６５７５-4３７0 
Ｅメール 

tera-m@ob.aitai.ne.jp 

 

あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

２
０
２
６
年
度 

 

会
費
お
よ
び
カ
ン
パ
を
頂
い
た
方 

 瀬
戸
市 

加
藤
敏
晴
さ
ん 

４
０
０
円 

 

高
桑
茂
樹
さ
ん 

２
０
０
０
円 

 

作
道
瑞
絵
さ
ん 

２
０
０
０
円 

名
古
屋
市 

 
 

山
田
富
久
さ
ん 

３
０
０
０
円 

豊
明
市 

ゆ
た
か
福
祉
会
労
働
組
合 

 
 

 

３
０
０
０
円 

東
京
都 

 

東
海
林
次
男
さ
ん 

 
 

 

２
０
０
０
円 

 
 

２
０
２
６
年
７
月
１
日
現
在 +

０
-
２ 

 
 
 
 
 
 
 

会
員 

１
５
６
名 

 
 

  お詫びと訂正 
会報１９１号の１１P に

「永徳工場で生産された水

上機（フロートのある飛行

機）を堀川に移動するため

のスロープ。」とあるのは庄

内川の誤りでした。お詫び

して訂正します。 
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私たちの展示

もあります！ 
 

参加 28団体の展示

もあります。 

戦争と平和を考える
貴重なチャンス！ 
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昨年までピースフェスティバル in 

せと「戦争体験を語り継ぐ会」は体験

者が稀有になってしまい、新たに「戦

争を語り継ぐ会」として再出発します。

今を戦前にしないためにも過去の過ち

をしっかりとらえることが大切だと思

います。一人一人が当事者として参加

されることを願っています。 

7月 18日（土）  
「治安維持法と岩田義道」 
お話 吉田保子さん（お父様が義道のいとこ）  

8月 22日（土） 
「満州で徴兵、フィリピンで 
死んだ父」 お話 須田雅子さん 

いずれも 13：30分～文化センター12会議室

で 参加費 300円 大学生以下無料 
 
 

B29降下搭乗兵 11名が『森』奥深く連行され

斬首に処せられて８１年を迎えようとしていま

す。 

ここ数年来『森』を訪れる皆さんに『入口駐車

スペース』前にて『斬首』を語り合っています。お

話しできた総数は３００人（組）を超えています。 

このたび 『みんなのギャラリー』に場所を得て

表題名の展示会を開催いたします。 

 

会場：尾張瀬戸駅 パルティ瀬戸３階 

            みんなのギャラリー 

     ※地下駐車場 １時間無料  

会期：８月８日（土）～１６日（日） 

    展示壁面 高さ２ｍ７０ｃｍ 巾１７ｍ 

展示方法 展示物などご提案いただければ幸い

です。ご来場をお待ちいたしております。 

   鈴木守 

      ☎０７０－２６３９－３１７２ 

     Email psmamoru@gmail.com 

 

鈴木さんは会員で、米兵斬首事件をお一人で取り上げ、「海上の森」の駐車場でパネルや模

型などの展示を行ってみえます。大切な問題であり、紹介させていただきました。 （寺脇） 

今回は「犬山・愛知の戦争遺跡を探る」と題して、「愛知県戦争遺跡調査報告書」の監修、執筆

者で名古屋市見晴台考古資料館 学芸員の伊藤 厚史氏犬山を中心とした愛知の戦争遺跡に
ついてお話しいただきます。 
 
日時：２０２６年７月２１日（火）1６：４０～１８：１０（予定） 
場所：名古屋経済大学 ７１B 教室（７号館１階） 
備考：お車でお越しの場合は、本学体育館側の学生駐車場をご利用ください 
※お問い合わせ先：名古屋経済大学犬山学研究センター（地域連携センター内）大脇・山口・   
               青木 TEL：0568-68-3282 Fax：0568-67-0724 

 

http://www.partiseto.co.jp/
mailto:psmamoru@gmail.com
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愛
知
県
は
２
０
２
６
年
３
月
付
で
「
愛
知
県
戦
争
遺

跡
調
査
報
告
書
」
を
残
念
な
が
ら
市
販
は
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
「
ネ
ッ
ト
あ
い
ち
」
で
発
表
し
ま
し
た
。
瀬
戸

市
内
の
戦
争
遺
跡
と
し
て
２
０
０
６
年
度
で
は
６
か

所
記
載
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
在
す
る
も
の
と
し
て
３

か
所
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。 

水
野
の
地
下
工
場
跡
地
は
未
指
定
・
未
登
録
の
主
要

戦
争
遺
跡
と
し
て
、
詳
細
調
査
の
対
象
に
な
り
、
詳
し

い
調
査
報
告
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
下
に
そ
の
内
容

を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
寺
脇
） 
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以上 
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愛
知
航
空
機
と
の
出
会
い
」
③ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺
哲
国 

     
 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
号
よ
り 

８ 

元
愛
航
動
員
学
徒 

島
根
県
立
三
刀
屋
中
学 

 

高
橋
實
氏
と
の
出
会
い 

95
年
秋
、
会
議
中
に
呼
び
出
さ
れ
て
電
話
に
出
る

と
、
元
愛
航
動
員
学
徒
の
高
橋
と
名
乗
る
方
で
、
今
日

な
ん
と
か
都
合
を
つ
け
て
会
っ
て
欲
し
い
と
の
こ
と
。

終
業
後
に
会
っ
て
お
話
を
伺
う
と
、
動
員
中
の
爆
撃
で

恩
師
や
学
友
を
失
わ
れ
、
追
悼
録
の
刊
行
に
取
組
む
の

で
協
力
を
頼
む
と
か
な
り
強
引
な
話
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

出
来
る
こ
と
は
協
力
す
る
と
約
束
し
た
が
、
亡
く
な
っ

た
方
へ
の
補
償
を
会
社
に
請
求
で
き
な
い
か?

な
ん
て

冗
談
と
も
本
気
と
も
思
え
る
話
も
飛
び
出
た
。
そ
の
後

も
、
就
業
中
に
電
話
が
入
り
、
今
名
古
屋
に
居
る
が
少

し
時
間
が
あ
る
の
で
昼
食
を
付
合
っ
て
欲
し
い
。
付
合

う
と
、
一
杯
付
き
合
っ
て
欲
し
い
と
彼
の
我
侭
ペ
ー
ス

に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
も
た
び
た
び
あ
っ
た
。
そ
の
後
も

三
刀
屋
中
の
悪
ガ
キ
連(

あ
る
方
が
こ
う
名
付
け
た)

に
呼
び
出
さ
れ
た
り
し
た
が
、
強
引
で
は
あ
る
が
、
憎

め
な
い
面
々
で
あ
っ
た
。
あ
る
処
か
ら
の
情
報
に
よ
れ

ば
、
鳥
取
師
範
女
子
部
OG
の
人
妻
に
時
間
を
わ
き
ま

え
ず
に
電
話
を
し
て
困
ら
せ
た
と
の
こ
と
。 

亡
き
師
と
亡
き
友
の
御
霊
に
捧
ぐ
記
録
「
痛
恨
の
青

春
」
97
年
11
月
刊
行(

非
売
品) 

９ 

元
愛
航
動
員
学
徒 

福
井
県
立
大
野
中
学 

 

高
井
善
弘
氏
と
の
出
会
い 

94
年
５
月
28
日(

土)

、
元
愛
航
動
員
学
徒
の
大
野

中
学
OB
と
金
城
学
院
OG
合
計
20
名
が
永
徳
工
場
を

見
学
し
た
。(

当
時
、
私
は
熱
田
工
場
勤
務
で
、
こ
の

情
報
を
知
ら
ず
後
日
に
知
っ
た)

こ
の
中
の
高
井
善
弘

氏
は
同
年
10
月
に
、
名
古
屋
「
飛
行
機
雲
の
空
」
学

徒
勤
労
動
員
の
思
い
出
を
自
費
出
版
さ
れ
永
徳
工
場

に
寄
贈
さ
れ
た
。
彼
が
こ
れ
を
綴
っ
た
の
は
、
当
時
１

万
人
近
く
居
た
勤
労
動
員
学
徒
の
中
で
「
福
井
県
大
野

中
学
の
よ
う
に
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
彼
等
の

足
跡
を
な
ん
ら
か
の
形
で
残
し
て
置
き
た
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。「
飛
行
機
雲
の
空
」
を
読
ん
だ
私
は
、
文

中
に
晴
嵐
の
フ
ロ
ー
ト
は
１
本
と
の
記
述
が
あ
っ
た

の
で
、
事
実
を
伝
え
る
べ
く
彼
に
参
考
資
料
や
写
真
を

送
っ
た
。
早
速
に
高
井
氏
か
ら
電
話
が
入
り
、
い
ろ
い

ろ
お
話
し
て
い
る
う
ち
に
、
な
ん
と
な
く
ウ
マ
が
合
う

よ
う
な
感
じ
が
し
て
き
た
。
何
度
か
電
話
で
お
話
し
て

い
る
う
ち
に
彼
は
「
飛
行
機
雲
の
空
」
の
誤
記
や
間
違

い
を
訂
正
す
べ
く
、
続
編
「
愛
知
航
空
機
物
語
り
」
を

手
作
り
す
る
の
で
協
力
を
頼
み
た
い
、
一
度
、
大
野
に

遊
び
に
来
な
い
か
と
の
話
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
高
井
さ

ん
と
の
御
付
き
合
い
の
始
ま
り
と
な
り
、
現
在
も
年
に

数
回
大
野
詣
で
を
行
い
、
鮎
、
大
吟
醸
、
山
菜
、
鹿
肉
・

熊
肉
な
ど
を
食
卓
に
並
べ
、
彼
と
の
愉
快
な
懇
親
を
図

っ
て
い
る
。 

「
愛
知
航
空
機
物
語
り
」
98
年
３
月
完
成(

非
売

品) 

10 

元
三
菱
重
工
業(

株)

水
島
航
空
機
製
作 

 

所
養
成
工(

水
航
第
二
期
会)

伊
藤
忠
夫
氏
と
の 

出
会
い 

95
年
春
、
愛
知
時
計
電
機(

株)

総
務
部
よ
り
、
下

関
市
の
伊
藤
忠
夫
氏
と
連
絡
を
と
っ
て
欲
し
い
と
の

話
が
あ
り
電
話
連
絡
を
し
た
。
彼
は
三
菱
重
工
業(

株)

水
島
航
空
機
製
作
所
に
養
成
工
二
期
生
で
入
社
し
、
戦

後
に
山
口
大
学
工
学
部
に
入
学
、
現
在
は
工
業
高
校
に

て
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
大
学
の
恩
師
・
故

小
池
富
男
教
授
は
戦
前
に
愛
知
航
空
機
技
術
部
研
究

第
一
課
に
勤
務
し
水
槽
係
係
長
と
し
て
浮
舟
や
艇
体

の
研
究
開
発
を
担
当
。
大
学
の
教
え
子
が
小
池
教
授
の

追
悼
文
集
を
作
る
の
で
、
二
式
練
習
飛
行
艇
や
晴
嵐
の

浮
舟
に
関
す
る
資
料
を
入
手
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。 

追
悼
文
集
「
冬
北
斗
Ⅱ
」
95
年
12
月
完
成 

「
愛
知
航
空
機
」
と
の
出
会
い
に
関
し
て
、
２

０
０
５
年
５
月
航
空
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
発

行
の
「
風
天
ニ
ュ
ー
ス
７
６
号
」
に
掲
載
さ
れ
た

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。 

 
 
 

（
渡
辺
） 
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伊
藤
氏
と
の
交
流
は
そ
の
後
も
続
き
、
晴
嵐
浮
舟
の

青
焼
線
図
の
ト
レ
ー
ス
を
し
て
頂
き
、N

A
S
M
/
P
E
G
F

に

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
度
、
下
関
に
遊
び
に
来

な
い
か
と
誘
わ
れ
、
０１
年
８
月
月
に
訪
関
を
果
し
、

名
所
旧
跡
を
案
内
し
て
頂
き
、
夜
は
関
門
海
峡
を
見
下

ろ
し
な
が
ら
一
献
傾
け
た
。 

11 

英
国
人
作
家PeterC.Smith

氏
と
の 

 
 

出
会
い 

97
年
春
、
英
国
よ
り
エ
ア
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
差

出
人
はP

e
t
e
r
C
.
S
m
i
t
h

、
ロ
ン
ド
ン
作
家
協
会
会
員

で
航
空
、
海
洋
、
軍
事
、
関
係
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

作
家
、
相
当
な
ヒ
コ
ー
キ
気
違
い
ら
し
く
急
降
下
爆
撃

機
や
攻
撃
機
な
ど
の
著
作
物
も
出
し
て
い
る
。
文
面
は

愛
知
の
九
九
艦
爆
の
本
を
出
し
た
い
の
で
支
援
を
望

む
と
の
内
容
で
あ
っ
た
。
敵
性
言
語
・
英
語
は
苦
手
な

の
で
躊
躇
し
た
が
、「
少
し
は
世
の
た
め
人
の
た
め
」、

「
乗
り
か
か
っ
た
船
」
と
ば
か
り
、
手
持
ち
の
本
や
資

料
を
航
空
便
に
て
送
っ
た
。
な
ん
と
、
翌
年
春
、
ピ
ー

タ
ー
夫
妻
は
来
日
し
九
九
艦
爆
や
艦
爆
隊
関
係
者
と

面
接
し
、
そ
の
足
で
来
名
、
我
が
家
に
も
寄
る
こ
と
に

な
っ
た
。
妻
のPatt

と
我
が
家
に
来
たPeter

は
九

九
艦
爆
の
資
料
を
見
る
傍
ら
、
夫
婦
で
英
国
に
遊
び
に

来
な
い
か
と
誘
い
、Patt

も
妻
を
勧
誘
し
出
し
た
。 

同
年
夏
、
我
々
二
人
は
大
韓
航
空
に
お
世
話
に
な
り
、

ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
でPeter

の
出
迎
え
を
受
け
、
ス
ミ

ス
家
の
ホ
ー
ム
ゲ
ス
ト
と
な
っ
た
。
昼
は
観
光
と
航
空

博
物
館
巡
り(

無
論
ガ
イ
ド
付
き)

、
夜
は
夕
食
後
に
拙

い
英
語
で
九
九
艦
爆
資
料
の
翻
訳
な
ど
昼
夜
日
英
親

睦
に
努
め
た
。 

C
ROWOOD

 
AVIATION 

SERIES

「A
ichiD3A1/2Va1

」
99
年
５
月
刊
行 

今
年
は
戦
後
60
年
目
の
節
目
、
私
は
も
う
す
ぐ
62

才
、
50
代
は
愛
知
航
空
機
の
遺
産
に
遊
ん
で
も
ら
い

大
い
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
60
代
の
新
た
な
楽

し
み
を
模
索
中
で
あ
る
が
、
取
り
敢
え
ず
原
点
に
戻
り
、

模
型
飛
行
機
を
楽
し
み
な
が
ら
、
次
な
る
出
会
い
を
捜

し
て
み
る
。 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

わ
た
な
べ
・
て
つ
く
に) 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

以
上 
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岐阜県立関高校・地域研究部の研究成果報告会 

～郷土の戦争遺跡を探る～ 

６
月
１
４
日
（
土
）
み
の
か
も
文
化
の

森
（
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
）
で
県
立
関
高

校
地
域
研
究
部
の
報
告
会
「
加
茂
野
に
あ

っ
た
秘
匿
飛
行
場
」
が
開
催
さ
れ
６
０
名

を
超
え
る
参
加
で
、
高
校
生
た
ち
の
誠
実

で
レ
ベ
ル
の
高
い
報
告
に
大
い
に
感
動

し
ま
し
た
。
こ
の
部
活
動
は
考
古
学
や
郷

土
史
の
現
地
調
査
か
ら
ま
ち
づ
く
り
提

言
ま
で
幅
広
い
探
究
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
日
本
考
古
学
協
会
で
の
優
秀
賞
受
賞

な
ど
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。 

そ
の
報
告
の
一
端
を
紹
介
し
、
帰
り
に

会
場
で
お
会
い
し
た
方
と
現
地
に
行
っ

て
実
際
の
秘
匿
飛
行
場
跡
を
見
て
き
た

の
紹
介
し
ま
す
。 

 
 
 
 

（
寺
脇
） 

秘
匿
飛
行
場
は
１
９
４
３
年
以
降
米

軍
の
空
襲
に
備
え
飛
行
機
を
分
散
・
秘
匿

す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
。
全
国
に
４

０
ヶ
所
あ
ま
り
作
ら
れ
岐
阜
県
に
は
４

ヶ
所
あ
る
。 

各
務
ヶ
原
大
安
寺
の
地
下
壕
や
奈
良

県
二
上
山
の
地
下
壕
と
の
関
連
も
考
え

ら
れ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す 

  

２
０
２
１
年
よ
り
関
飛
行
場
の
調
査
を

開
始
し 

調
査
結
果
と
し
て
①
関
飛
行
場
滑
走
路

の
位
置
を
確
定
し
た
こ
と
②
本
巣
飛
行
場

の
調
査
に
着
手
③
大
垣
飛
行
場
の
所
在
地

を
確
定
し
た
そ
う
で
す
。 
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  関秘匿飛行場跡 
報告会の後、現地を知る方に案内してい

ただいて「暗渠」「司令部地下壕跡」を見学

しました。下の写真は滑走路を西の方向に

見たところです。畑が直線状に続いていま

す。暗渠が５０mほど直交しています。 

地
下
壕
の
内
部
か
ら 

入
り
口
付
近
を
み
た 

内
部
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
補
強
部
分
が
あ
る 

滑走路跡はカナクズ山の北側にあり、 

南側にはマウンテンバイクの練習場の

中に、ひっそりと地下壕があります。この

地下壕は内部にコンクリートで補強され

た部分があり、各務ヶ原大安寺の地下壕の

つくりに似ています。なお、周囲には２０

か所の地下壕が確認されているというこ

とです。下の写真は地域研究部の報告にあ

った映像で測量をしているようすです。私

たちはこの日はランプを持っていなかっ

たので奥には入りませんでした。（寺脇）    
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本
年
５
月
ピ
ー
ス
あ
い
ち
の
金
子
さ
ん
よ
り
「
ア
メ

リ
カ
在
住
の
方
よ
り
、
戦
時
中
消
息
不
明
に
な
っ
た
祖

父
の
こ
と
で
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
名
簿
で
調
べ
て

く
れ
な
い
か
」
と
電
話
が
入
り
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
そ

の
場
で
エ
ク
セ
ル
に
入
力
し
て
あ
る
名
簿
で
検
索
を

か
け
ま
し
た
。
問
い
合
わ
せ
の
あ
っ
た
お
名
前
は
「
桐

山
孝
一
」。
桐
山
で
検
索
す
る
と
「
桐
山
勝
」
と
い
う

方
の
名
前
が
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も
「
桐
山

孝
一
」
と
い
う
名
前
の
方
は
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、
電

話
口
の
金
子
さ
ん
に
見
つ
か
ら
な
い
旨
、
電
話
を
切
り

ま
し
た
。 

そ
の
後
、
気
に
な
っ
た
私
は
、
苗
字
の
桐
山
で
な
く
、

名
前
の
「
孝
一
」
で
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
数
名
の
方
が

ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に 

「
相
山
孝
一
」
と
い
う
名
前
が
気
に
な
っ
て
、
原
簿

の
映
像
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
下
の
図
の
よ
う
に
名
前

の
上
に
「
３
１ 

３ 

２
６
」
の
ス
タ
ン
プ
が
押
し
て

あ
り
、
ち
ょ
う
ど
「
相
」
の
字
で
あ
ろ
う
上
に
３
の
文

字
が
押
さ
れ
て
あ
り
釈
然
と
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
そ
の

名
簿
の
映
像
を
ご
本
人
に
確
認
し
て
も
ら
お
う
と
、
金

子
さ
ん
に
送
り
ま
し
た
。
そ
し
て
金
子
さ
ん
の
方
か

ら
、
ご
依
頼
の
方
に
確
か
め
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
生

年
月
日
や
本
籍
地
な
ど
か
ら
祖
父
の
「
桐
山
孝
一
」
さ

ん
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
い
う
わ
け
で
す
。 

エ
ク
セ
ル
の
名
簿
に
は
現
在
、
３
７
６
４
名
分
の
お

名
前
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
消
息
不
明
の
方
が

判
明
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寺
脇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

画像からは「相」
と見えるが実際は

「桐」 

生年月日と本籍地の情報から、 

ご本人と判明しました。 

  

           

負傷した日付、死亡した日付はいずれも「２０．６．９」で 0940 で、昭和 20 年

6 月 9 日 9 時 40 分、場所は「名古屋市熱田区千年舟方 15」で愛知時計電機。 
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寺脇様 

6 月に入って、スタンフォード大学フーバー研究所の上田薫さんから返信がありまし

た。桐山孝一さんで間違いがなかったようです。お母さんの父、祖父にあたる方だそう

です。 

寺脇さんたちが熱田空襲の死亡者名の追跡をされていたお陰で、不明家族の追跡がで

きました。 

今年の東海交流会での報告よろしくお願いいたします。 

 

                             金子 力 

金子様 

ご連絡ありがとうございます。 

母に岐阜の住所と生年月日を確認し、祖父と一致しましたので「桐山孝一」で間違い

がないと思います。 

母も父のことを今でも調べてくださる方がいらっしゃると、非常に感謝しており、良

い供養になったと言っております。 

爆撃で、恐らくすぐに死亡したようで、苦しまなかったことが幸いでした。 

本当にありがとうございました。 

               上田薫 

               母、上田（旧姓桐山）和子 

寺脇様 

ピースあいちの金子様を通して、祖父、桐山孝一の熱田空襲での記録を見つけていただ

きました、上田薫です。ハンコなどで読みづらくなっていますが、生年月日と住所がす

べて一致しました。 

90 歳になる母にも伝え、今でも父親（母にとって）のことを調べてくださる方がいら

っしゃると感謝しておりました。 

当時 10 歳だった母は父の遺体も遺品もないことから、どこかで生きていて帰ってくる

のでは？と思っていたそうです。今回、このような名簿を探していただいたことで、良

い供養になったと言っております。 

病気のため出征しなかった祖父でしたが、内地での空襲に遭い、結局戦中に死亡してし

まいました。国家総動員法の解除日が死亡日だという、当然な事実ですが、終戦日でない

ことにも憤りを感じました。 

個人的な感謝の念だけでなく、戦争アーカイブスとして 100 年以上活動を続けている

スタンフォード大学フーバーアーカイブスで仕事をする職業上の立場としても、皆様の

活動は重要だと思います。 

今後ともご活躍を期待しております。 

 

上田薫, Ph.D. 

Curator of the Japanese Diaspora Collection and Hoji Shinbun Digital Collection 

and Research Fellow 

Hoover Institution Library & Archives 

Stanford University 
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81 年目の暑い夏がやってきます。しかし 

平和が危ういのは例年以上。 

現在の日本のようすや、過去の日本のよう 

すを「あいち平和のための戦争展」では２ 

８もの団体による展示や東文化小劇場で 

は講演会や高校生たちの発表など多彩な 

イベントで学ぶことができます。 

 瀬戸でもピースステージや美術展、戦争 

を語り継ぐ会など多くの催し物が予定さ 

れています。ぜひいろんな活動を通して 

ご一緒に、平和について考えてみませんか 

 

        2026 年７月５日（T） 

            

         

 

 

 

 

                       

お休みします。次号に掲載 

 
・１９１号より掲載予定だった 

「愛知航空機 動員学徒の手記」 

「聖霊高校生 原水禁世界大会 

参加報告」 

「紙芝居 こどものころ戦争が 

あった」 

 は今回は紙面の都合により次 

号以降に掲載します。 

ピースフェスティバル in せと 2026 
・「戦争を語り継ぐ会」は P３に 

・ピースステージ 「銀河鉄道の夜」 

 ７月 18 日（土）18：30、19 日（日）10：30，  

 14：30 大人 2500 円 高校生以下 

 1500 円 瀬戸蔵つばきホール 

・「平和を願いみんなでつくる美術展」  

 7 月 18 日（土）・19 日（日）                

    瀬戸市文化センター 

      文化交流館ギャラリー 

・「高校生が描いた被爆者の絵」  

7 月 29 日（水）～8 月 7 日（金） 

・「原爆と人間」  

8 月 18 日（火）～8 月 27 日（木） パルティせと 3 階壁面 

 

 

今年も 6 月第 3 土曜日に、聖霊中学校

の土曜セミナーで現地見学会を行いま

した。水野地域交流センターで学習会を

行った後、本格的な梅雨の中、中学 1 年

の Y・M さんがお父さんと元気に熱心に

見学していました。頼もしい限りです。

（寺脇） 

みんな 

来てね！ 

右
は
聖
霊
の
福
山
先
生 


